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施
政
方
針
　平
成
23
年
度

　
平
成
23
年
第
１
回
熊
野
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
が

平
成
23
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
施
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
政
策
企
画
課
）

【
は
じ
め
に
】

　
私
が
平
成
20
年
12
月
に
就
任

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２
年
余

り
が
経
過
し
、
平
成
23
年
度
は

折
り
返
し
の
年
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
に
は
、
町
内
14

自
治
会
ご
と
に
地
域
懇
談
会
を

開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

多
種
多
様
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
町
政
の
運
営
に
反
映
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
こ
の
２
年
間
は
、
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
に
努
め
、
ま
た
、

「
筆
の
都
　
熊
野
」
と
し
て
の

地
域
特
性
や
地
域
資
源
を
活
か

し
た
、
産
業
観
光
の
推
進
に
も

重
点
的
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
熊
野
町
が
そ
の
独
自
性
を
維

持
し
な
が
ら
、
住
民
が
生
き
生

き
と
暮
ら
す
ま
ち
と
し
て
い
く

た
め
に
は
、
町
政
の
舵
取
り
役

と
し
て
、
新
た
な
発
想
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
、
改
め
て
決
意
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

【
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
】

■
地
域
主
権
改
革
に
つ
い
て

　
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
政

府
の
基
本
方
針
と
し
て
地
域
主

権
改
革
の
推
進
が
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
十
分

な
情
報
収
集
と
内
容
の
整
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
総
合
計
画
の
推
進

　
新
年
度
か
ら
新
た
な
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
本
町
の
将
来
像
を
「
ひ
と
　

ま
ち
　
育
む
　
筆
の
都
　
熊

野
」
と
掲
げ
、
２
つ
の
基
本
目

標
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
目
は
「
こ
こ
ろ
も

か
ら
だ
も
健
や
か
な
「
ひ
と
」

を
育
む
熊
野
」、
そ
し
て
、
２

つ
目
は
「
暮
ら
し
や
す
く
、
元

気
な
「
ま
ち
」
を
育
む
熊
野
」

と
し
、
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
目
指
す
将
来
像
の
実

現
の
た
め
、「
地
域
力
の
強

化
」、「
快
適
暮
ら
し
の
創
造
」、

「
筆
の
都
の
活
性
化
」
の
３
つ

の
基
本
的
視
点
を
も
っ
て
、
重

点
的
か
つ
横
断
的
に
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
り
組
み
】

■
総
務
部
門

　
今
後
の
行
政
運
営
の
方
向
を

示
す
１
つ
と
し
て
、
「
住
民
と

の
協
働
に
よ
る
信
頼
と
連
携
の

地
域
経
営
を
確
立
す
る
」
こ
と

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
税
や
料
の
一
部
に
関

し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　
地
域
内
外
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
地
域
住
民
と
の
協
働

に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
交
流

拠
点
「K

-JIN

」
の
運
営
を
行

い
ま
す
。
筆
の
日
週
間
に
は
、

「
筆
の
街
散
策
」
を
実
施
し
、

さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
と

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
筆
の
里
工
房
で
は
、
８
月
に
、

筆
の
博
覧
会
展
を
、
10
月
下
旬

か
ら
は
、
正
岡
子
規
と
夏
目
漱

石
の
交
遊
関
係
を
紹
介
す
る
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
商
工
観
光
対
策
と
し
て
、
町

内
企
業
の
経
営
の
安
定
と
維
持

発
展
、
雇
用
対
策
に
努
め
る
と

と
も
に
、
広
島
県
観
光
連
盟
な

ど
と
連
携
を
深
め
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
観
光
圏
の
広
域
化

を
推
進
し
ま
す
。

　
熊
野
筆
産
業
の
持
続
的
な
発

展
の
た
め
、
筆
職
人
後
継
者
育

成
事
業
や
熊
野
筆
情
報
発
信
拠

点
（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
）
の
運
営
な
ど
、

筆
文
化
や
筆
産
業
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

■
民
生
部
門

　
民
生
部
門
で
は
、
主
に
「
地

域
力
の
強
化
」
に
関
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
小
・
中

学
生
を
対
象
と
し
た
入
院
医
療

費
の
助
成
や
乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
に
よ
り
、
子
育
て
費
用
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
後
を
絶
た
な
い
児

童
虐
待
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

権
利
を
尊
重
し
た
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
施
策
を
強
化
し
ま

す
。

　
健
や
か
な
妊
娠
と
出
産
を
支

援
す
る
た
め
、
妊
婦
検
診
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
病
原
体
の

母
子
感
染
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　
乳
児
家
庭
の
全
戸
訪
問
な
ど

に
よ
り
、
乳
幼
児
の
健
康
や
発

育
の
保
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

　
壮
年
期
に
つ
い
て
は
、
健
康

診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
の
健
康

増
進
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、

企
業
の
事
業
主
と
連
携
し
て
従

業
員
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　
感
染
症
対
策
と
し
て
は
、
従

来
の
定
期
予
防
接
種
に
加
え
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
な

ど
の
任
意
接
種
事
業
を
継
続
実

施
し
ま
す
。

－ 5－　 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'11/ ４月号

～平成23年度　施政方針～

　
高
齢
者
施
策
で
は
、
介
護
保

険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め

る
ほ
か
、
地
域
健
康
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
の
整
備
を
促
進

し
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
で
は
、
新
た
に

障
害
者
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

相
談
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
福
祉
事
務
所
で
は
、
生
活
保

護
や
母
子
家
庭
の
自
立
支
援
な

ど
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
防
犯
対
策
で
は
、
環
境
に
や

さ
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
普
及

に
努
め
、
約
１
千
100
灯
を
整
備

し
ま
す
。

　
近
年
、
集
中
豪
雨
や
大
規
模

な
地
震
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

川
の
浚
渫
、
砂
防
堰
堤
の
建
設

な
ど
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
有
事
に
備
え
、
各
地

区
に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

進
め
る
と
と
も
に
、
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
災
害
時
に
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
「
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
を

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
と
併
せ
進
め
ま
す
。

　
環
境
対
策
で
は
、
生
ご
み
処

理
機
を
購
入
し
た
住
民
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

■
建
設
部
門

　
新
総
合
計
画
で
は
、
主
に

「
快
適
暮
ら
し
の
創
造
」
を
担

う
部
門
で
す
。

　
道
路
の
整
備
で
は
、
県
道
矢

野
安
浦
線
・
瀬
野
呉
線
の
整
備

を
広
島
県
お
よ
び
関
係
機
関
に
、

早
期
の
完
成
を
強
く
要
望
し
、

全
面
的
に
協
力
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
生
活

道
路
で
は
、「
深
原
公
園
線
」、

「
出
来
庭
川
角
中
央
線
」の
新

設
事
業
、「
団
地
２
号
線
」の
舗

装
修
繕
工
事
を
進
め
、
町
道
の

適
正
な
維
持
管
理
を
計
画
的
に

行
い
、
生
活
の
利
便
性
・
安
全

性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
東
広
島
・
呉
自
動
車
道
や
矢

野
安
浦
線
な
ど
の
整
備
に
併
せ

企
業
誘
致
を
図
る
べ
く
、
深
原

地
区
町
有
地
の
造
成
事
業
を
進

め
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
宮
地
区
の
一
部
、
約
10

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
予
定
し

て
お
り
、
完
了
後
の
普
及
率
は
、

約
89
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
宮
地
区
を
中
心
と
し
た
未
給

水
地
区
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
高
所
配
水
団
地
水
道
施
設

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
農
業
関
係
で
は
、
企
業
な
ど

に
よ
る
農
業
参
入
に
対
し
、
関

係
各
機
関
と
と
も
に
技
術
的
支

援
お
よ
び
経
営
改
善
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
農
作
物
な

ど
へ
の
被
害
防
止
の
た
め
の
施

策
を
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

推
進
し
、
農
林
業
の
発
展
お
よ

び
地
域
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
住
居
表
示
事
業
は
、
初
神
・

新
宮
地
区
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
事
業
も
完

了
し
ま
す
。

■
教
育
部
門

　「
地
域
力
の
強
化
」
を
重
点

的
に
行
う
部
門
で
す
。

　
教
育
の
充
実
は
、
将
来
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
計
画
的
に

進
め
る
上
で
、
最
も
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
野
で
す
。

熊
野
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
学
力
向
上
対
策
と
し
て
、
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
広

島
県
の
基
礎
基
本
学
力
状
況
調

査
に
加
え
、
全
学
年
で
町
独
自

の
学
力
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
学
習
問
題
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
導
入
し
、
児
童
・
生
徒
の

基
礎
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
部
活
動
の
指
導
に

実
績
が
あ
る
保
健
体
育
教
諭
を

臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
引
き
続
き
、

小
学
校
１
・
２
年
生
に
書
道
科

を
運
営
し
ま
す
。

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
第

一
小
学
校
西
校
舎
に
緊
急
総
合

経
済
対
策
の
補
正
予
算
を
活
用

し
て
、
耐
震
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　
耐
震
補
強
が
必
要
な
熊
野
中

学
校
西
校
舎
は
、
実
施
設
計
を

行
い
、
耐
震
診
断
が
未
実
施
の

小
学
校
校
舎
な
ど
に
つ
い
て
は
、

二
次
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
次
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
、

社
会
連
帯
意
識
の
高
い
人
間
形

成
の
基
盤
整
備
を
目
指
す
取
り

組
み
を
進
め
、
文
化
の
香
り
高

い
健
康
で
豊
か
な
生
涯
学
習
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
各
公
民
館
や
図
書
館
に
お
い

て
、
各
年
代
層
に
応
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
読
書
活
動
の
啓
発
や
推

進
を
図
り
ま
す
。

　
親
子
を
対
象
と
し
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
食
育
講
座
、

児
童
虐
待
に
関
す
る
講
座
の
実

施
や
人
権
啓
発
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
文
化
事
業
と
し

て
、
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
支
援
事

業
な
ど
の
実
施
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

熊
野
健
康
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
と

連
携
し
、
体
力
づ
く
り
・
健
康

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。


